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1日500㎏が規格外野菜として廃棄される
にんじんの1次加工ペーストを活用した

商品開発プロジェクト



販売延期トラブルもあったが、お魚離乳食メーカーと
コラボし、「鯛とにんじんのおかゆ」を開発。
プレスリリースが功を奏し、日経新聞などで特集。
継続してプロボノが続いており、自社ブランド化目前。





岐阜県各務原市の特産
「各務原にんじん」を生産する農業法人
繁忙期に1日500キロ出る規格外野菜が
大きな課題になっており、多くが廃棄される現状。
そうした中で、一次加工段階で流通に挑むことで
規格外野菜の利活用と、収益化を図ると共に、
課題解決に取り組む。

プロボノ参画を通じて
パートナー企業とのコラボで、
離乳食「鯛とにんじんのおかゆ」を開発。
また、プレスリリースなどを外部人材が推進することで
日経新聞や地域メディアなど多数露出

■エントリー
パートナー1社
プロボノ3名：大手企業2名、地域企業1名

3ヶ月の期間限定のプロボノで、新商品開発が実現、またプレスリリースなど広報
強化によりメディアからの注目につながった。これまで、経営者がひとりで取り
組んでいた新商品開発や商品の販路開拓が、外部人材の参画によって加速した。
期間終了後も継続して残るメンバーもおり、商品のブランディングなど推進

①新商品開発



岐阜県高山市を拠点に、
林業の川上から川下までを手掛ける中小企業

林業従事者が減少する中で、様々な森や木に関わ
る仕事との出会いの機会や就職転職機会を創出す
るための採用支援事業を立ち上げ
愛知県名古屋市に立ち上げたカフェを拠点に交流
イベントの企画などに取り組む。

プロボノ・兼業者の採用を通じて
会社経営をしている人材が兼業人材として採用、またプロボノと
して大手人事経験者や他社でのプロボノ経験者が参画。採用支援
領域に関して営業資料の作成や、広報戦略の立案などに専門的な
知見を活かしたアドバイスを実施。また幅広く分野に関心のある
人材に対しての情報発信などに協力すること、事業の立ち上げが
加速した。

■エントリー
兼業1名／プロボノ2名（大手企業社員）

プロジェクト開始1ヶ月半で、10社近くの新規開拓に成功。
社内に無い採用領域の専門性を外部人材を活かして獲得することができ、市場や
業界の動向を抑えて戦略作りが加速。現在では採用した兼業者が事業責任者とし
て事業運営ができる段階に成長している。

②新規事業の立ち上げ



高齢化による衰退に直面する川漁。岐阜の長良川流域で
65歳以下唯一の最年少川漁師と共に、川文化や漁文化
を守る仕組み作りに挑むプロジェクト



シェアプロによる業務整理とボランティア活用の仕組み
作りを機に、プロボノ参画者増。プレスリリースで、

オーナー制度が注目。多数のメディアに露出





岐阜県長良川で65歳以下で唯一の川漁師
伝統技術や文化を守るために漁師となったものの
漁やツーリズムなどをワンオペで手掛ける起業家
の課題整理や、ファンドレイズの仕組み作りをプ
ロボノとして支援

プレスリリースによる情報発信や
ファンドレイズの仕組み作りなどに取り組む

プロボノ・兼業者の採用を通じて
ワンオペでの事業実施という状態の中で、手が足りない、業務過
多状態に陥っていた起業家に対して、業務整理のコンサルティン
グを皮切りに、ファンドレイズの仕組み作り、その情報発信のプ
レスリリースなどをプロボノが担うことで、事業全体の動きが加
速した。

■エントリー
プロボノ3名以上（大手企業社員他）
終了後も複数のメンバーが継続して参画している。

3ヶ月という限られた期間の中で業務整理を実施、そのうえで応援できる仕組み作
りとしてファンドレイズによる川舟運営モデルを立ち上げた。期間終了後も複数
のメンバーが継続して関わることで、多数のメディア露出にもつながり、川舟の
オーナーも順調に集まってきている。

③ソーシャルビジネス支援



まちの技術屋が生み出した、軽量・組み立て簡易型の
モバイルスクリーンのプロモーションプロジェクト
新たな利用シーンを具体化し、連携先開拓を進める







プロボノで繋がった「森の映画祭」などと連携決定。
クラウドファンディングにも成功し、この夏全国を巡業。

「夜空と交差する空の上映会」など、
全国の複数拠点でモバイルスクリーンが導入された。



岐阜県に拠点を置くものづくりメーカー
独自の技術を活用した新商品を手掛ける

新たな技術を活用した商品企画に積極的に取り組
む中で、販路開拓やマーケティングに課題感
商品の特性を活かす利用シーンの提案や、販路を
広げるための連携先の開拓などに取り組んだ。

プロボノ・兼業者の採用を通じて
「美濃の作り上手の売り下手」と言われる地域の中、販路開拓や
情報発信の弱点をプロボノがフォロー。利用シーンの洗い出しや、
連携可能性のある外部団体のリサーチ、アプローチなどをフォ
ローすることで、新たな連携先が具体化し、モデル事例の創出に
つながった。

■エントリー
プロボノ3名（大手企業社員）

移動可能な簡易型モバイルスクリーンとして、屋外映画などのトレンドを踏まえ
た利用シーンを提案、プロボノのネットワークも活用し、具体的な連携先が複数
見つかった。試験導入につながったケースも出てきた。

④ものづくり技術を活用した新商品展開


